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安全で安心な街づくり
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蔓和歌畿県警察本部 。 澪種歌山県交通安全協会 1‐ゞ

和歌山県貴通安全協会

日団ロヨ棗 」

自動車の運転者

(同乗者を含む)に呼びかけるもの

歩行者等 (自転車等利用者を含む)

に呼びかけるもの

こどもたちに交通安全を

呼びかけるもの

内 閣 総 理 大 臣 賞

内閣府特命担当大臣賞

彗 察 庁 長 官 賞

内 閣 総 理 大 臣 賞

内閣府特命担当大臣賞

警 察 庁 長 官 賞

急ぐほど 狭まる視野と 増すリスク
譲り合い ハンドル越しの 思いやり
黄昏に 一番星の 前照灯

親を見て 子供も止まる 赤信号
ヘルメット 命のお守り 忘れずに
それいいね 夜道にきらり 反射材

車から ぼくたちみえない 手をあげよう
ヘルメット かぶって安全 いつてきます !

合言葉 止まる待つ見る 守ろうよ
あせらずに 青になつても 再確認

内 閣 総 理 大 臣 賞

内閣府特命担当大臣賞

文 部 科 学 大 臣 賞

奎 察 庁 長 官 賞
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和歌山県警察本部長

野 本 靖 之

謹んで新年の御挨拶を申し上げます。

皆様におかれましては、輝かしい新年をお迎えのことと存 じ

ます。

また、平素から交通行政はもとより、各般の警察行政にわた

り、深い御理解と御協力を賜り、厚く御礼を申し上げます
=

昨年を振り返りますと、マイナンバーカー ドと運転免許証が

一体となったマイナ免許証が導入されたほか、保管場所標章が

廃止される等、道路交通を巡る制度が大きく変容を遂げつつあ

る中、交通安全協会の皆様を始め、関係機関、団体、企業、交通

ボランティア等 多くの方々の御協力をいただきながら、様々な

取組を推進いたしました

交通情勢では、65帳 以 Lつ 喜齢者の方が関係するこ大彗故

や、自転車が加害者となる彗ま |ヾ鼻題となるコ、悲,=更・三喜
故を抑止するため、遠学路や生I道路でnt道 な見=.li重

=わ
街頭啓発、幅広い年齢層への交通安全教育なと、交通責全気運

を高める活動にご「く力いただきました。

この場をお借りして、深く敬意と感謝を申し上げます 3

しかしながら、昨年も交通事故により多くの尊い命が失われ

ています。

県警察としましては、本年も引き続き、交通事故の発生状況

等を分析 しながら、交通事故を抑止する対策を効果的に推進 し

てまいります

また、本年4月 には、自転車の交通違反|[下 下る反則通告制

度が導入されますここれを契機に自転車の交通 |レ ールの周知徹

底を図るとともに、悪質・危険な交通違反については検挙を行

うなど、自転車の安全対策をよリー層強化してまい |,ま す。

交通安全の根幹は、歩行者 。日転車・自動重がそァtぞれ互い

に思いやりをもって行動することです。

「安全で安心な和歌山県」を実現するため、本年も引き続き、

御支援、御協力をお願い申しヒげますとともに、皆
=⊃
御健勝

と御多幸をお祈り申し上げ、新年の挨拶とさせていただきます。

わかやまけん交通安全協会だより

一般財団法人 和歌山県交通安全協会

令和8年 (2026年 )新年号

和歌山県交通安全協会 会長

竹 田 純 久

謹んで新年のお慶びを申し上げます.

旧年中は、和歌山県交通安全協会の活動に対 し、県民の

皆様並びに関係機関の皆様から温かいご支援とご協力を
三ったこと|こ 心よ 1)御礼を申し卜げます :

さて、昨年の県内の交通情勢は、依然として高齢者や歩

行者、自転車利用者の事故が後を絶たない状況です。

特に、自転車の交通事故は全国的に毎年多数発生 してお

り、これを防止するため令和 5年 4月 にヘルメットの着用
が努力義務化され、令和 6年 ll月 には自転車の酒気帯び運
転やスマー トフォンのながら運転が処罰の対象となりまし

た.本年 4月 からは自転車の交通違反に対して反則金制度
1青切符)が導入されます :
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また、横断歩道における歩行者の保護も依然として重要

な課題です。

サイン+(プラス)サ ンクス運動などの推進によ |'歩行者
に優 しい交通環境づくりに引き続き力を入れていきたいと

考えています。

交通安全は一人ひとりの意識と行動によって守られるも

のです。

安全・安心な和歌山の交通社会の実現に向け、交通安全

活動へのご支援とご協力をお願い申し上げますとともに、

皆さまにとっても安全で健やかな一年であることを祈念い

たしまして、新年のご挨拶とさせていただきます。
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(岩 出支 部 長 )

(和歌山北支部長)

(御 坊 支 部 長 )

(新宮支部副支部長)

(橋 本 支 部 長 )

笠勝 '青人

新家 啓吾
藤田 雅也
小野田典生

矢野 日青彦
山本  久
目良 博文
田中  肇
新宅 さよ子

川合 末幸
野上泰司郎

(かつらぎ支部長)

(和歌山東支部長)

(和歌山西支部長)

(海 南 支 部 長 )

(有田湯浅支部長)

(田 辺 支 部 長 )

(白 浜 支 部 長 )

(新 宮 支 部 長 )
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自転車の交通違反にも甕にド晰饉鋏靱釉洟饒骰瓢κ》が適用 !

規定の違反行為(反則行為)に対し、ぬ鯰覇黎彎簿(青幽格)による取締り !

比較的軽微な交通違反に交通反則切符 (青切符)を交付し、違反者が反則金を

納付すれば刑事罰を科さない制度ですc法改正により、自転車をはじめとする
軽車両の違反にも適用されることとなりましたc
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自転車追抜き時の安全を確保するための規定が噺設′
☆自動車等 (自動車、一般動 機付自曇車

'が
自転車等 (自 転車、特定小型原動機付自転車など)を

追抜く際に十分な間隔がない場合 ‐

(手続き完了) (裁判など)

※罰則の適用
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納付

交通反則通告制度

(反則金制度)とは 0・・

e自転車等は一できる限り道路
の左慢|夕端に寄つて運行しなけ

ればなりません。

霞罰 員」 5万円以下の罰金
整反則金 5.000円

(擦側方燿避車義務逮反,

0自動車等は ・間隔に応じた安全な速度で
進行しなければなりません。

■罰 員」 3月以下の拘禁刑または
5万円以下の罰金

ヨ違反点 2点
■反員瑾金 大型・中型・準中型9.000円

普通7.000円  二輪6,000円
小特・一般原付5,000円

携帯電話使用等 (保持) 12,000

遮断踏切立入り 7,000

信号無視 (赤色等)
通行区分違反
踏切不停止等
交差点安全進行義務違反
横断歩行者等妨害等
安全運転義務違反

6,000

信号無視 (点滅)
通行禁止違反
歩行者等側方安全通過義務違反

5,000

反則金の額

急ブレーキ禁止違反

指定場所一時不停止等

幼児等通行妨害

被側方通過車義務違反

通行帯違反

道路外出右左折合図車妨害

進路変更禁止違反

乗合自動車発進妨害

割込み等

交差点右左折等合図車妨害

交差点等進入禁止違反

無灯火

5,000

反則金の額反則行為の種類

軽車両整備不良
自転車制動装置不良
泥はね運転
公安委員会遵守事項違反

5,000

歩道徐行等義務違反
路側帯進行方法違反
並進禁止違反
道路外出右左折方法違反
交差点右左折方法違反
軽車両乗車積載制限違反
自転車道通行義務違反
警音器使用制限違反

3,000

反則行為の種類

交通反則切符

(青切符)交付

反則金納付

交通切符
(赤切符)
交付

刑事手続きヘ

●

¨

県自転車安全教育推進委員会と当協会は、有田・湯浅

エリア、田辺エリアにおいて、自転車利用者に対する

交通安全教育の推進を図るため、指導員の認定講習会

を開催しました。

開催エリア内の交通指導員、自治体職員等の方々が

参力日され、講義と実技を通して安全な自転車利用のた

めの指導方法等を研修していただきました。 11月 6日

‐

「ひと。いえ。くるま」の総合保障

※ご加入にあたりましては、お近くのJAへお問い合わせください。
どなたでもご相談いただけます.

■JA共済ホームページアドレス https:〃 wwwja― kyOsal or」 p

資料請求は

こちら

くらしの保障、相談するなら

.AJA+$f,

瘍

全国交通安全年間スローガン ー般部門 佳作   シ ニ ア で も  心 に ワ カ バ を  員占り ま し ょ う   近畿交通安全デー 毎月 15日

反則行為の種類 反則金の額

10月 23日 有田・湯浅エリア friltt)v I
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交通嚢董鱗彎蓄。i憂慶運転書等表彰式

表彰式は、県警察と当協会の共催で、令和 7年の近畿交
通栄誉章 (]4名・3事業所 )、 交通栄誉章「緑十字銅章」(63
名)の表彰伝達と県内の交通安全功労者 。優良運転者等の
表彰を行いました。

県内表彰では、和歌山県警察本部長と和歌山県交通安全協

会会長が永年、無事故・無違反で交通安全に努めている方々

や地域の交通安全の功労のあつた方々 80名 と 14団体・
学校・事業所に対して表彰状や感謝状を贈呈しました

=

式典の最後に、交通安全宣言として交通安全功労者表彰

を受賞された辻本 香糸美さんが代表で、

「交通安全は、県民全ての願いです。私たちは、安全で快適

な交通社会の実現にむけて、県民運動として推進中の

●
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・ こどもを始めとする歩行者が安全に通行できる道路交通

環境の確保と正しい横断方法の実践

・ 歩行者優先意識の徹底と「ながら運転等」の根絶やシー

トベル ト・チャイル ドシー トの適切な使用の促進

0自転車・特定小型原動機付自転車利用時のヘルメット着

用と交通ルールの遵守の徹底

・ 飲酒運転の根絶

に留意して、地域・家庭・学校・職場の皆様方とともに引

き続き、交通安全に努めてまいります。」

と宣言しました。

今回、次の方々が栄えある表彰を受けられました。

近畿管区警察局長・近畿交通安全協会協議会長

連名表彰伝達

全日本交通安全協会長表彰伝達

優良運転者 交通安全功労者

優良安全運転管理者

山 本
朝比奈
/1ヽ  1喬

東   照 高

株式会社中紀サ ー ビス

谷 地 建 設 株 式 会 社
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全国交通安全年間スローガン ー般部門 佳作   そ の 隙 間  す り 抜 け る さ き  待 つ 危 険   交通事故ゼロの日 毎月25日

●

交通安全功労者

交通安全優良事業所
優良運転者

■
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||・ |.| 交通栄誉章「緑十宇銅章』
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和歌山県警察本部長・和歌山県交通安全協会長 運名表彰

交通安全功労者 株 式 会 社 小 森 組

交通安全優良団体

和歌山西地区交通安全母の会
本   町  地   区
友 和 協 力会 鋼 管 部 会

那智勝浦町交通指導員協議会

交通安全優良学校

岩 出市 立 岩 出小 学 校

優良運転者金章

優良運転者銀章

優良安全運転管理者

(敬称略、順不同)
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SDカードは安全運転の証′電i原開発送変電ネットワーク株式会ヒ

橋 本 送 変 電 事 業 所

株 式 会 社 公 世 社 花 平

伊都消防組 合消防本部

株 式 会 社 ミ モ ナ

和歌 山県農業協 同組合

紀 の 里 地 域 本 部

株式会社松源和歌山インター店

一般社団法人ウインワークス

千 代 田 石 油 株 式 会 社

田 中 海 運 株 式 会 社
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SDカードは、無事故・無違反証明書または

運転記録証明書の申請者で、1年以上事故

違反等の記録のない方に発行しています。
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子ども安全の日 毎月1日おまじない 自分を守る みぎひだり全国交通安全年間スローガン こども部門 佳作

交通安全優良事業所

自動車安全運転センタニ和歌山県事務所
〒640‐8313 和歌山市西 1番地 交通センタ…内
L(073)472Ⅲ 4433 1JRL:httpsi//wurw.jsdc.or.jpノ
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(6)第 83号 わかやまけん交通安全協会だより 令和8年 (2026年 )新年号

日本生命保険相互会社様から寄付金贈呈

安全活動の意識付けを図ろうと、日本生命保険相互会社様は
交通安全に関するアンケー ト調査を行い、都道府県ことの協力
した人数に応じて寄付を実施。令和フ年 9月 24日 (水 )、 当協
会に対し、日本生命保険相互会社 和歌山支社様から「地域振興
寄付金」として寄付金が贈呈されました。

寄付金につきましては、交通安全活動のために、大切に使わ
せていただきます。

令和 7年 10月 13日 (月 )、 交通公園で「交通安全フェアわ
かやま 2025」 を開催しました。こども連れなど約 3,000人
が来場し、楽しんでいただきました。開園 50周年を記念して、
餅まきも開催されました。

ハ
ノヽ

自動車特定整備事業

廟卜ぬトタタ‐o餞|≧IEI)1嘔1飛 |口|ョIDI,1`1資 1壺|ョ|コlbl層1頻 |ョ|[£1重ilrlPロ
70■ 80'3‐422‐2466

Π
Ｈ
０

＼ 橿 貯

■

令和 7年 11月 15日 (土 )、 ベー
シックライディングレッスンが開催

されました。初心者ライダーや運

転に不安があるライダーのために

安全運転技術の向上と交通法規・

マナー遵守を目的とした体験型二

輪車安全運転講習会ですc

(ビギナー・初心者向け)

E==

全国交通安全年間ス回―ガン ー般部門 佳作   そ の 酒 は  事 故 を 呼 び 込 む  さ そ い 水   近畿交通安全デー 毎月 15日

交通安全フエアわかやま2025

Bas:c Rid:ng Lesson l 安全運1転:詳校

自動輔定麟裂

πス硼
日
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令和8年 (2026年 )新年号 わかやまけん交通安全協会だより

因層
ヒ載;謂

優良運転者・

交通安全功労者

の表彰

交通関係団体の

活動支援

交通安全に

関する

広報啓発活動

新人手児菫

会費は年間

の提供

サイン+サンクス運動

=推 進校に
「携帯用横断旗」の提供

「黄色L
交通安全資機材の

提供・貸出し

チヤイルドシートの

管出し

各種

交通安全教育
し

゛
一ミ
一一一一一一工ぶ
幸

広報誌
「交通わかやま」

の発行 etc.

会員の皆様が、万が一交通事故により傷害

を負われ、20日以上継続して入院治療を受

けた場合に、当協会が入院見舞金 (3万円)

をお支払いする制度です。

※お支払いには条件がございます。

詳しくは、交通安全協会総務課 (073-473-1710)

又は県内の各支部でお尋ねください。

レジャー施設、自動車販売 。整備事業所、

飲食店、ホテル・宿泊施設等の協賛店で

割引等のサービスを受けることができます。

会員優待は、協賛店で会員証を見せるだけ |!

会員証は、運転免許更新時等に入会していただいた方に

交付しています。

闇圃巡鍋

廻
測
一

町
墨
断笏宝胆聾祗貰∬

=盪

全国交通安全年間スローガン ー般部門 佳作

和歌山県交通安全協会の入会は、運転免許センターでの免許更新手続き時や、各支部の交通安全協会においても随時

承つております。また、免許センターでは現金のほかに各種電子決済でも手続きができるようになりました。

第 83号 (フ )

Чフ

0。 0

キ ツク ボ ー ド マ ナ ー も 乗 せ て  安 全 運 転   交通事故ゼロの日 毎月25日
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あなたの会費が

このように役立つています
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(8)第 83号

運転者に交通安全啓発

橋本支部

交通安全功労者。優良運転者等表彰式

和歌山東支部

交通安全フェスティバルを開催

巡菫蔓珈

買い物客に交通安全啓発

田辺支部

わかやまけん交通安全協会だより

交 通 安 全 功 労 者 等 表 彰 式

交通安全功労者等表彰式

かつらぎ支部

小学生たちと共に交通安全啓発

和歌山西支部

買い物客に交通安全啓発

驀騒耀j餐壼部

交通ルールを守つてね♪

白浜支部

令和8年 (2026年 )新年号

運転者に「早めのライト点灯」を呼びかけ

岩出支部

瞳rヽヽヽ

商業施設で交通安全啓発

和歌山北支部

こどもたちと交通安全啓発

機曇鱗菫轟雰

買い物客に交通安全啓発

新宮支部

ホームページ
http://www口wtsa口 jp/

■

交通安全協会各支部又は交通センター内交通安全協会窓□にてお求めください。

また、お問合せは、交通安全協会総務課又は事業課まで。

交通安全協会 総務課 073-473-1710 事業課 073-472-4668

高齢運転者マーク 500円
。マグネットタィプ (税込)
。ステッカータイプ
(マグネットで付かない車両用)

聴覚障害者
マーク

500円
(税込)

身体障害者
マーク

500円
(税込)

交通安全協会では、下記のマークを販売しております

全国交通安全年間スローガン こども部門 佳作 ス マ ホ や め  周 りの 危 険 に  気 づ こ う よ    子ども安全の日 毎月1日
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交通事故を減らすため交通安全協会は幅広い活動をしています。
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